
8倍

〜
5
年
か
か
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
機
械
で
あ
れ
ば

誰
で
も
簡
単
に
扱
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
女
性
や
若
者
が

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍

で
き
る
ん
で
す
。
若
い
世
代

の
増
強
も
課
題
に
し
て
い
た

の
で
こ
の
点
も
非
常
に
大
き

か
っ
た
で
す
ね
」

　
3
D
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る

成
果
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ

り
ま
せ
ん
。
遺
跡
調
査
や
ト

ン
ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
の
点
検

調
査
、
さ
ら
に
は
砂
防
堰
堤

や
急
傾
斜
地
を
測
量
し
て
防

災
に
生
か
す
取
り
組
み
な
ど
、

新
た
な
分
野
へ
の
参
入
に
も

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　「
最
先
端
の
技
術
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
活
用
で
き
た
こ
と

で
、
新
し
い
こ
と
で
も
や
れ

ば
で
き
る
ん
だ
と
い
う
空
気

が
社
内
に
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

も
っ
て
さ
ら
に
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

成
10
年
を
ピ
ー
ク
に

公
共
投
資
の
減
少
が

続
き
、
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
測
量
設
計
業
界
。

　
宮
崎
県
に
お
い
て
は
一
般

競
争
入
札
が
導
入
さ
れ
て
以

来
、
低
コ
ス
ト
に
よ
る
受
注

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
若
年
層
の
建
設
業
離
れ

が
進
み
、
若
手
技
術
者
の
確
保

も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
に
お
い
て
も
状
況
は

同
様
で
、
数
々
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
導
入
し
た
の

が
最
新
の
測
量
機
器
で
あ
る

3
D
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
で
す
。

の
機
械
に
よ
っ
て

コ
ス
ト
低
減
、
工

程
短
縮
、
作
業
効
率
・
図
面

精
度
・
安
全
性
の
向
上
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
が
改
善
さ
れ
ま

し
た
。

　
加
え
て
、
従
来
の
測
量
機

器
は
技
術
の
習
得
ま
で
に
3
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新たに導入したドローン。山中など空からしかわからない

場所の測量が可能になりました。

従来の測量業務の作業効率や安全性などを改善するために導入した3Dレーザースキャナー。

もたらしたのは課題解決以上のものでした。

株式会社 八光開発コンサルタント

最先端の技術を導入・活用することが
新たな領域への突破口に

新
し
い
こ
と
で
も
「
や
れ
ば
で
き
る
！
」

ボタン一つで水平方向に360°、鉛直方向に300°を

自動計測。しかも一人で作業ができます。

従来の測量には最低

3人のスタッフが必要

でした。

一箇所の現場を測量するのに120分かかっていたのが

3Dレーザースキャナによって15分で済むようになり

作業効率が大幅に高まりました。

現場での作業効率が激変

01
case

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ

作業効率が 　　 に

27 
平 成

年
度

平「
こ当社が行っている測量や点検調査などは日が

当たることではないのかもしれませんが、もの

づくりのためには絶対に欠かせないものです。

これからも縁の下の力持ちとして社会の安全を

しっかりと支えていきます。

この機械を導入して3Dに触れたことが、その

後の3Dプリンターやドローンによるレーザー

測量の導入につながりました。この先も新たな

技術や機械を積極的に取り入れて他社との差別

化を図っていきたいですね。

星 原  英 樹
ほしはら　　 ひでき   
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ものづくりへの想い 今後の展望


